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和歌山大学におけるジオパーク教育と地域学の実践報告
―和歌山大学南紀熊野サテライトでの教育活動を通した社会貢献―

Practical report on geopark education and regional studies at Wakayama University
—Social Contribution Through Educational Activities at Wakayama University Nanki Kumano Satellite—

古久保 綾子1

1和歌山大学紀伊半島価値共創基幹 南紀熊野サテライト

和歌山大学南紀熊野サテライトにおいて，社会人，大学生，高校生等を対象に実施したジオパーク教
育の視点を取り入れた地域学「紀州郷土学」（2013～2017年8科目，県西牟婁地域），「熊野郷土学」

（2017～2021年8科目，東牟婁地域）計16科目8年間の教養科目（2020年度より連携展開科目）の実
施事例を報告する。

キーワード：ジオパーク，ジオツーリズム，地域学，社会貢献，リカレント教育

1．緒言
大学は，歴史的に教育・研究を使命としてきたが，社

会情勢の変化とともに期待される役割も変化しており，
教育・研究に加えて「社会貢献」（地域社会・経済社
会・国際社会等，社会全体の発展への寄与）を大学の

「第三の使命」としている。
本来，大学による人材養成や学術研究は，それ自体

が，国の発展に対する長期的観点からの社会貢献であ
るが，近年は，公開講座や産学官連携等を通じたより
直接的な貢献が求められている［1］。

さらに，2013年度の「地（知）の拠点整備事業」，2020
年度「大学よる地方創生人材教育プログラム（COC＋
R）」が選定校で実施されるなど，「社会貢献」に加えて

「地域の知の拠点」として，大学が持つ教育・研究・社
会貢献の機能を，地方創生や実践的な人材養成に活用
することが期待されている。

和歌山大学が所在している紀伊半島では，豊かな自
然，歴史，文化を活用した観光振興策が，数多く取り
組まれている。

一方では，諸課題も多く，18歳人口の県外流出，高
齢化による人口減少や過疎化，産業の担い手不足，疲
弊する地域の経済，自然災害への対策と課題も幅広い。
南紀熊野地域は，様々な地域振興策に併せて，多分野
の人材養成が必要な地域である。

このような状況のもと，大学の使命である社会貢献
では，地域にどのような貢献が可能なのであろうか。

本稿では，和歌山大学が，県域の紀南地域に設置し
ている地域拠点である「南紀熊野サテライト」［2］（2005

設置）を活用して地域住民を対象に高等教育を提供し
ている例として，ジオパーク教育や地域学の実施を報
告し，大学が地域拠点を活用して提供する高等教育や
公開講座，産学官連携等を通じた直接的な貢献で見込
まれる，多様な主体者形成，学校教育との接続での将
来世代への貢献，社会人受講者による経済活動からの
地域振興の可能性など，地域にどのような社会貢献が
可能かを考察する。

2．先行事例，先行研究の状況
本稿で扱う「ジオパーク教育」とは，主にジオパー

ク認定地で取り組まれることが多く，学校教育，社会
教育，生涯学習と幅広い世代や分野で取り組まれる教
育活動である。地域の防災教育や環境教育として実施
されることも多いが，近年では，ジオパーク教育は，ユ
ネスコや文部科学省が重視するESD［3］（Education for 
sustainable development持続可能な開発のための教
育）と親和性が高いと捉えられている。竹之内（2016）1），
河野（2016）2）は，ESD教育とジオパーク教育との類
似性やその教育効果を報告している。この「ジオパー
ク」（geopark）とは，地球（ジオ）を知り，楽しむこ
とができる場所であり地球科学的意義のあるサイトや
景観が保護，教育，持続可能な開発のすべてを含んだ
総合的な考え方により管理された1つにまとまったエ
リアとされている。その役割は，地球活動にともなう
自然遺産のジオサイトを「大地の遺産geo-heritage」
として保全保護するとともに，教育，啓蒙や研究に活
用して，地域の持続可能な発展や振興に寄与するもの
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とされている。2011年頃から自治体等を中心として，
地方創生や観光を手段とした地域振興に，地域固有の
自然環境と文化や人々の暮らしとの関連を地球科学的
観点で結ぶ事業「ジオツーリズム」（geo-tourism）に
取り組む事例が増加している（渡辺，2011）3）。

2022年1月時点の国内の状況では，日本ジオパーク
は46ヶ所で，内9ヶ所は，ユネスコ世界ジオパークに
認定されている。南紀熊野地域でも 2014年8月に「南
紀熊野ジオパーク」が設立され，現在は，ユネスコ世
界ジオパーク認定を目指している。世界ジオパークを
推進する世界ジオパークネットワーク（GGN）は，2004
年（平成16年）国際連合教育科学文化機関（ユネス
コ）支援により設立され，2015年に正式プログラムに
なった。現在，46カ国177地域（2022年4月現在）
が加盟している。

ジオパークは，認定後も4年に一度の再審査がある
ため，継続した活動が求められる。再審査の認定基準
となる活動も，地質・地層の教育だけではなく，ジオ
パークの持続可能な地域経営やマーケティングの状況
も認定の可否に問われるようになり，ガイドや住民等
への教育普及やネットワークを活用した認定地域間の
学び合い，商品開発，副教材制作など，再審査に向け
た活動の深化がなされている。認定地の教育機関では
ジオパークを題材にした教育，研究がされており初等
中等教育，高等教育で取り組まれる事例も多いことか
ら，本校の事例も同じ状況下の教育機関に参考になる
と考えている。

油洞ほか（2016）は，「2014年11月調査で，JGN
全会員39地域のうち，アンケートに回答した33地域
の58校がジオパーク学習を実施し，6割が授業，4割
は部活動であり高校での学習は，野外調査や商品開発
が多いが，今後は自然調査と社会参加が組み合わされ
た総合的な学習が課題」と報告している4）。

天野ほか（2011）5）は, 茨城大学を例に，ジオパーク
は学術と地域活性を結びつける事業として，大学の研
究成果の学術情報が地域理解，教育，人材育成，案内
資料等に貢献し，産官学民金の繋ぎ手を大学が担える
と提起している。GNNガイドラインでは，ジオパーク
活動の目的として，ジオパークは「社会が直面してい
る重要課題への意識と理解を高めるため，地域のあら
ゆる自然・文化遺産と関連した地質遺産を活用し，歴史
と現代社会における地域の地質遺産の重要性に意識を
高めることで，地域の住民が自分たちの地域に誇りを
持ち，地域と住民の一体感を強化するもので，地域の
地質資源を保護しながらジオツーリズムを通じて新た
な収入源を生み出すことや革新的な地元企業，新しい

雇用，質の高い研修の機会創出が期待される。」［4］とし
ており，経済活動の活性化を主要戦略に掲げて，活動を
通した地域振興を標榜していることが明記されている。

実際に竹之内（2011）は，糸魚川ジオパークを例に，
「世界ジオパーク認定を契機として，市民が郷土の自然
や文化に対して世界的価値を認識し，かつ誇りを持つ
ようになり，それは認定後のジオパーク活動における
市民のエネルギーの源泉になった」と報告している6）。
ジオパーク活動への市民参加は，地域の誇りや主体性
を育み，郷土愛の醸成が期待できると考えられる。

同ガイドライン4章教育の項では，「ジオパーク教育
（geo-education）は，地球科学の知識と環境・文化の
概念を社会に対して伝えることにはじまり地質学の理
解およびその環境問題との関わりへの理解促進，科学
研究の推進による専門科学者と地域住民の協力関係の
構築，地域レベルでの人材能力開発まで，知識，概念
の伝達から人々の協力促進，能力育成まで様々な機能
を担う」として，地域の人材育成や協力関係の構築も
成果としている。

これらの先行事例を汲みながら，本稿の地域学の科
目構成に際しては，地学の知識提供に留まらず，その
保全と継承のために人文現象と経営の視点も重要と考
えて歴史や文化，産業振興，マネジメントを学びの対
象に加え，国際社会の動向に応じた持続可能な経済活
動に視座を得られるように幅広い研究分野から学際的
な構成で実施した。地域学にジオツーリズムの視点を
加えることで，大地に育まれた歴史や文化の価値を知
り，経営学の視点でその活用を考え，体系的に地域を
捉え直すことになり，学習者が生涯学習としての学び
を享受するだけではなく，受講後の社会活動に活かす
ことを期待したためである。

一見ジオパークに関係がなさそうな「食」も，農作
物のテロワール，発酵食や食品加工の調理方法，その
流通ルートに至るまで地域の地質地形や気象に育まれ
たものであり，その独自性は地域ブランドとして他の
地域が真似できない特性を持つことが多い。「祭」も地
質地形と寄り添う地域産業によって信仰の拠り所が異
なる。南紀熊野地域でも山や海に向かう祭や，御神体
が川，滝，島であり，巨石巨木への信仰は現代も継承
されている。「住」も地域の地形で影響を受ける気象や
降雨量で住居屋根や建材に地域性がある。

本科目に出講を依頼した教員には，専門分野に加え
てジオツーリズムの視点から専門分野と大地との結び
つきの解説を依頼した。

これらの学習機会の提供は，ジオパーク認定地の関
係者だけで提供できるものではなく，地方国立大学で
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蓄積されてきた地域研究の成果や，他大学との学術ネ
ットワークが活用できた。加えて地域経営は，地域毎
に課題が違うために一方的な講義での学びの提供では
不十分と考えて，科目を補完するために持続可能な地
域経営と地域資源の活用を学ぶ塾「南紀熊野観光塾」
を別事業で同時期に設置。2020年時点で8期13講座
を開催［5］。

さらに，科目開設の授業後に，研究者と双方向に科
学の対話が可能なサイエンスカフェ「ジオカフェ」も
設置した。2011年頃から2020年3月末で12回開催［6］。

3．南紀熊野地域の状況
3.1　南紀熊野ジオパーク

南紀熊野地域には，県域の新宮市，白浜町，上富田
町，すさみ町，串本町，那智勝浦町，太地町，古座川
町，北山村，奈良県十津川村の一部により構成されて
いる「南紀熊野ジオパーク」［7］がある。

県を事務局に，構成市町村や関連組織，有識者で組
織される学術部会等で運営されている。和歌山大学も
2021年3月に，和歌山県，南紀熊野ジオパーク推進協
議会，和歌山大学の3者で，連携協定を締結して教育・
研究活動に取り組んでいる。

南紀熊野ジオパークエリアは，南紀熊野サテライト
の活動支援組織「和歌山大学南紀熊野サテライト連携
協議会」の連携エリアと同じ地域である。

地域でジオツーリズムの教育機会を提供する拠点に
南紀熊野サテライトは適地であった。また，当該エリ
アは，世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」（2004年
7月認定）に登録されており，潜在的に有償無償の語
り部や地域ガイドが多い地域である。

3.2　和歌山大学南紀熊野サテライト
本科目を実施した「和歌山大学南紀熊野サテライト」

は，2005年4月に和歌山県と大学が連携して，高等教
育機関が極めて少ない県域の紀南地域の「地域の知の
拠点」を標榜して，県と周辺11市町村（田辺市，みな
べ町，白浜町，上富田町，すさみ町，串本町，古座川
町，太地町，那智勝浦町，新宮市，北山村）他，商工
会議所等で構成された連携協議会の支援を受けて「紀
南サテライト」として設置された。（2010年7月「南
紀熊野サテライト」に名称変更）高等教育機関の少な
い地域で，市民講座ではなく質の高い大学の正規科目
を開講することにより，大学の専門知や研究成果を地
域還元している。大学から100㎞離れた県の施設内に
所在し，東京から直通便が往来する南紀白浜空港から
約20分の立地である。日本三古湯の白浜温泉が隣町で，
大型の宿泊施設が豊富なことから学会や研究会の会場
でも利用されている。本学は，空港を管理する南紀白
浜エアポート株式会社と地域の人材育成を目的に包括
連携を締結。観光塾等を共催している。サテライトで
の高等教育の提供は，和歌山県，周辺市町村等が連携
した和歌山大学南紀熊野サテライト連携協議会からの
寄付金を財源に教員の出張費や研究費が拠出され，手
厚い経済的支援や事業立案，広報等の支援を受けて運
営されている。設置より17年間，地域の社会人を対象
にリカレント教育を継続実施している。

和歌山大学は，南紀熊野サテライトで2つの制度で
高等教育の正規科目を提供している。

1つ目は，経済学研究科の開講科目を科目等履修生
の制度。2つ目は，教養科目（2020年度より連携展開
科目）を，社会人が聴講できる学部開放科目の制度で
ある。本稿の科目は後者で，郷土学のほかに，哲学や
法律学，心理学，統計学，経営学や防災など幅広い分
野で，年間12～14科目を開設。前期，後期の2期に
分けて社会人受講生を募集。自治体や企業からの寄付
金を財源に資格取得可能な寄付講座を自治体等と協働
実施することもある。授業形態は，本学教員が現地で
対面授業を実施。社会人が働きながら受講できるよう
に週末土曜13時～17時，全6回実施。定員は，各科
目30名程度。受講対象は，社会人，和歌山大学生，県
教育委員会との連携事業「高校生への大学授業公開制
度」［8］を利用する県立高校の生徒である。この制度は，
県立高校の生徒が高校に在籍しながら本校の大学講義
を受講できる制度である。授業は，大学生，高校生，社
会人が同じ教室で受講している。このように，南紀熊
野サテライトでは，設置時から地域の多様な年代層が
学べる制度設計がされており，大学生，社会人，高校

和歌山大学
南紀熊野サテライト

南紀熊野ジオパークセンター

和歌山大学

「熊野郷土学 A～2B」開催地

「熊野郷土学 2D」開催地

「紀州郷土学 A～2D」
「熊野郷土学 2C」開催地

新宮信用金庫

図1　南紀熊野での活動エリアと科目開催地
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生，研究者が活動を通して共に学び合うことができる
場であり，学校教育，社会教育などあらゆる学習層，年
齢層が大学教育を享受できる「地域に開かれた学びの
拠点」である。サテライトでは，科目提供以外にも各
種講座や現地調査，経営塾，サイエンスカフェなど多
様な時間や形態の事業展開をしているほか，教員や学
生の教育，研究の現地支援や，教育，研究の成果を現
地報告会や展示，講座化して地域還元する拠点である。
本稿の「紀州郷土学A～2D」及び，「熊野郷土学2C」
の会場は，南紀熊野サテライト所在施設の和歌山県立
情報交流センターBig.u［9］。「熊野郷土学A～2B」会場
は，金融機関の新宮信用金庫の会議室を社会貢献の一
環で提供いただいた。「熊野郷土学2D」は，オンライ
ン併設可能な南紀熊野ジオパークセンターで実施した。
本稿の科目開催地は，図1の通り。

3.3　学内ジオツーリズム研究会
和歌山大学では，地学教員を中心に，地質巡検等は

以前より実施していたが，ジオツーリズムを題材に教
育・研究が開始されたのは，2011年に学内競争的資金
の地域創造支援機構独創的研究支援プロジェクトが設
けられ，研究事業案が学内公募されたことが契機にな
っている。当時，教育学部地学教員久富邦彦，此松昌
彦，観光学部中串孝志，南紀熊野サテライト古久保（筆
者）が，県内外の調査と紀南地域のジオツーリズムの
可能性を検証するため「和歌山県におけるジオツーリ
ズム自然教育価値創造事業」を提案し，採択された。

事業では，自治体職員や観光事業者等と共に地域研
究会を設置。先進地調査では，糸魚川ジオパークの教
育普及活動，山陰海岸ジオパークの広域連携の事例等
を調査し，その後の県内巡検の成果を含めて報告書に
纏められた。住民向けには2012年12月に県立情報交
流センターBig.uにて，ジオツーリズムシンポジウム
を実施。ジオツーリズムをテーマにしたシンポジウム
は県内初であり，地域住民や関係者約100名が参加し
た。演題は「和歌山ジオツーリズム元年～地球を感じ
る新しい観光～」として和歌山県の潜在的な資源の活
用を促進して地域での新たな広域連携の機会にとジオ
ツーリズムによる地域振興を提案した。研究会では，南
紀熊野ジオパーク設置に合わせて，サテライトのある
南紀熊野地域での新たな教育活動を検討しており，学
びの機運を高めるため同日サイエンスカフェ「ジオカ
フェ」を実施した。

このように，和歌山大学では，南紀熊野地域にジオ
パークが設置される以前の準備段階からジオツーリズ
ムによる教育，研究，社会貢献を実施してきた。

4．科目設置の経緯と概要
4.1　科目設置の背景

科目が設置された背景は，以下3点である。
1点目は，当時2011年3月の東日本大震災，同年9

月の紀伊半島豪雨災害の被災直後であり，住民の間で
被災地域での継続した生活や，経済活動に不安が大き
くなっていたことが挙げられる。

南紀熊野地域の発災直後は，河川氾濫や生活道路の
寸断，斜面崩落などの地盤災害も多発しており，自分
達が暮らす地域の地形や地盤を学び直したい要望や災
害復興策の期待として，新しい観光振興の案が模索さ
れていた時期であった。

2点目は，2013年に学内の教養改革があり，合わせ
て南紀熊野サテライトの授業を改編する時期であった。
教養科目カテゴリーに新設された「わかやま学」に位
置付ける形で，2年間の体系立てた学びに構成する科
目内容を模索していた時期であった。

3点目は，県に「南紀熊野ジオパーク」設立準備が
始まり，ジオパークや地域学，地域資源の利活用に関
する学習ニーズが高まっていた時期である。

事務局でもジオガイド認定講座を別途開始した時期
でもあり，同協議会の広報協力を受けて本科目にも関
心が集まった。ジオパークや大地の成り立ちと，その
活用を学ぶ科目として開設した初年度は，ジオパーク
の設置を間際にした制度設計側の県自然環境室（現在
ジオパーク室）職員方や自治体職員，環境省職員，高
校教諭，ガイド，ジオパークに関心を持つ住民等が受
講。定員を超える受講者を得たことからも伺える。こ
のような背景から，ジオパークを活用した防災教育や
ジオツーリズムでの観光振興に対しての学習意欲が高
まっていた時期であり，地域社会の求めに応じた設置
の背景とタイミングであった。

4.2　科目概要
科目内容は，ジオパーク教育を扱うが，科目名に「ジ

オ」と記載せず「郷土学」として，紀伊半島に特化し
た地域学に構成した。科目の代表教員は，研究会から
此松が務め，担当教員として久富，中串，古久保が構
成を検討しながら必要な講義を学内外の教員等に依頼
した。複数教員で担当するオムニバス形式にしたこと
で，教員の出張負担を軽減できたことや，土曜午後1
日の出講依頼のため，幅広い教員の協力が得られた。
2013年前期「紀州郷土学A」を皮切りに，後期に「紀
州郷土学B」を，翌年2014年前期「紀州郷土学C」，後
期「紀州郷土学D」と，4科目を2年間で開講した。続
編の希望があり，2017年後期まで「紀州郷土学2A～
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2D」計8科目を西牟婁地域で実施。翌年，東牟婁地域
での高等教育機会の設置を望む声を受けて，紀州郷土
学を参考に熊野地域での研究成果から2018年前期～
2021年後期「熊野郷土学A～D」，「熊野郷土学2A～
2D」8科目を東牟婁地域で実施した。

出講教員数は，延べ137名（本学教員95名，学外ゲ
スト講師42名）で，幅広い研究分野の教員の協力を得
られた。この科目で提供した学問領域は，自然科学，地
盤工学，地質学，気象学，天文学，環境学，民族学，農
業経済学，史学，日本史，人文地理学，経営学などジ
オツーリズムの視点から学際的な分野，体系的な構成
で提供した。ゲスト講師に全国のジオパーク研究者や
ガイドを複数招聘したことで視座を広げ，先行地域の
課題を知る機会になった。科目内容と講師は，文末表
1，2を参照。

4.3　科目内容
科目の内容を例示すると，以下の通りである。

　「紀州郷土学A」は，「紀伊半島の生い立ちと自然遺
産の活用，地形地質を防災，観光，教育に活かす手法
ジオツーリズム」，「地形図，航空写真の判読と地理情
報解析から見る紀伊半島」，「地域資源を観光や経済に
活用」の3部で構成された。
　「紀州郷土学B」は，「紀伊半島の地形地質の特徴と
それを取りまく自然環境（植物，動物）」，「紀伊半島の
歴史と文化として祭り，食文化，移民文化」，「地理，地
形から生まれた歴史や祭，民俗学」
　「紀州郷土学C」は，「郷土の保全管理活用，環境倫
理，サスティナビリティ，自然信仰，ナショナルトラ
スト運動，世界遺産と環境保全，自然エネルギー，風
土産業，地域経営のあり方」
　「紀州郷土学D」は，「郷土教育，伝承をテーマに地
域の伝統的な祭や和歌山県のふるさと教育，紀伊半島
の災害史や森づくり，エコロジーと自然環境，環境倫
理と民俗知」を扱った。
　「紀州郷土学2A」は，自然科学やジオパークに関し
て学び直しの要望があり，内容と講師を変更して設置。

「紀伊半島の生い立ち，紀伊半島の大規模災害とまちづ
くりの歴史，ジオパーク，サイエンスコミュニケーシ
ョン，紀伊半島の植生，レッドデータブック，生態系」
　「紀州郷土学2B」は，紀伊半島の地形や地理的特徴
から継承されてきた民俗と芸能として，「熊野古道の歴
史，熊野三山と熊野詣，参詣記，徳川御三家の成立，物
語から読み解く熊野参詣の歴史，説話学と南方熊楠，紀
伊半島の祭と獅子舞の分布の特徴，文化遺産の保全と
活用の歴史」

　「紀州郷土学2C」は，紀伊半島の地域産業をテーマ
に，「紀伊半島の地域産業，和歌山県のウメ産業の今昔，
発酵食品と食文化，自然と林産物の利用，和歌山の風
土産業，観光産業」
　「紀州郷土学2D」は，「地域資源の活用を戦略的視点
から顧客の視点，生活と文化，発掘と評価」成果をウ
ェブサイトlocalwikiに記録する実習をした。
　「熊野郷土学」では，「天文学，鉱山の歴史，ジオパ
ークネットワーク，エコツーリズム，ダークツーリズ
ム，まちづくり，商店街，情報活用，人口減少とコミ
ュニティ」
　「熊野郷土学2」は，「地域の歴史や郷土資源の価値
と商品化，インバウンド，地域文化の再評価，地域資
源の価値をどう地域経営に活かすか」持続可能な地域
活動を学んだ。

5．受講者属性
5.1　受講者の年齢と居住地

近年に実施した「熊野郷土学」受講者を年代別に見
ると図2の通り，2021年に10代～20代の受講が増加
した要因は，高校生と大学生にオンライン受講を許可
したからである。一方，2020年は，コロナ禍の影響を
受けて，他科目と同様に社会人の申請控えが顕著であ
った。高齢受講者や高齢家族を持つ受講者の感染症罹
患の敬遠や，山間部のネット環境不備，オンライン接
続の対応が困難なことが理由であった。
　「熊野郷土学」受講者の居住地属性を市町村別に見る
と図3の通り，会場の近隣市町村が多い。隣接県から
の受講もあった。「熊野郷土学」受講総数は253名，「紀
州郷土学」は191名，地域学全ての受講登録者数は，
444名である。

図2　年代別受講者推移「熊野郷土学A〜2D」
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5.2　制度設計側の参加
特筆事項は，県職員，自治体職員等のジオパーク制

度設計側が積極的に受講していた点である。数値を資
料から抽出すると，16科目に述べ29名受講。図4の
通りである。A，2Aはジオパークや自然科学を取り扱
った内容が多いため制度設計側の受講が多い傾向。南
紀熊野サテライトの科目は，興味関心に合わせて1科
目毎に受講できるのも特徴的である。

5.3　高校生の大学授業公開制度
　「熊野郷土学」では，「大学授業の公開制度」を利用
する高校生61名が受講。参加数は図5の通り。通学圏
外の高校側より要望があり2020年のコロナ禍はオン
ライン受講も可とした。高校生は会場が通学圏内か否
かが参加数に影響を与えている。初年度の授業後アン
ケートでは，和歌山大学進学を視野に受講する高校3
年生が多い傾向であった。

5.4　大学生への教育効果
和歌山大学ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

を以下に挙げる。卒業する全ての学生がこの5つの要
素に関わる能力を身につけているとしている。

1. 幅広い教養と分野横断的な学力
2. 専門的知識や技能
3. 課題解決力と自己学修能力
4. 協働性とコミュニケーション能力
5. 地域への関心と国際的視点
本稿の科目から学生への教育効果が期待できる点は，

ジオツーリズムを題材にESD教育が取り入れられ国際
的視点や汎用力のある学生の育成に基礎的な学習が可
能な点である。ジオパーク教育による大学での学術研
究の推進，地域との関係構築は，大学の教育，研究活
動だけではなく，認定地域側の活動推進にも重要であ
り，地域と大学の双方に相乗効果が期待できる活動で

ある。学生の教育効果の検証は，学生にアンケート調
査等が必要であるが，本稿報告までに実施が出来なか
ったため，積み残した課題である。今後も大学の目指
す育成像と世界的な動向，現代的課題を取り入れた科
目の開講が望まれる。

6．今後の可能性
6.1　リカレント教育

内閣府による「平成30年度生涯学習に関する世論調
査」［10］によれば，社会人が大学などで学び直しをする
ために必要な支援の第1位は「学費の負担などに対す
る経済的支援」（42.5%），第2位は「土日祝日や夜間
など開講時間の配慮」36.0％である。経済的負担と時
間が学びの阻害要因となり，学び直し拡大のボトルネ
ックになっているとされている。

大学が提供する学習機会は，長期履修だけでなくミ
ニプログラムや隙間時間に学べる機会提供が必要であ
る。地域住民の生活圏内にある大学サテライトでは，社
会人や高校生が気軽に大学の高等教育を享受する機会
を得ている。今後のリカレント教育への期待としては，
文部科学省が進める産学連携による高度人材育成など
と併行して，就業人が日常生活の中で大学の高等教育
に触れて学べる機会の提案や大学を幅広い世代に解放

図4　制度設計側の受講生数

図5　2017年〜2021年の高校生受講者数
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後期 「紀州郷土学B」 ー ー
前期 「紀州郷土学C」 ー ー
後期 「紀州郷土学D」 ー ー
前期 「紀州郷土学2A」 県職員4 4
後期 「紀州郷土学2B」
前期 「紀州郷土学2C」 ー ー
後期 「紀州郷土学2D」 県職員1，高校教諭1 2
前期 「熊野郷土学A」 市職員4，県職員3，環境省1 8
後期 「熊野郷土学B」 ー ー
前期 「熊野郷土学C」 県職員1，市職員1 3
後期 「熊野郷土学D」 ー ー
前期 「熊野郷土学2A」 市職員2，県職員1 3
後期 「熊野郷土学2B」 市職員1 1
ー ー ー ー
後期 「熊野郷土学2C」 県職員1、公務員1 2
ー ー ー ー
後期 「熊野郷土学2D」 市職員1、高校教諭1、公務員1 3
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する柔軟な設定も必要である。オンライン教育も単位
認定を必要としない高校生や就業者が利用目的を分け
て部分的に活用して大学の教育機会に触れられるため，
距離的な教育機会格差が大きい地域で役立つリカレン
ト教育の有効な手段である。同調査では，学費の家庭
負担が大きいことも挙げられている。南紀熊野サテラ
イトの科目「世界農業遺産」では，所定の修了要件を
満たした際に，大学が発行する修了証を関連の協議会
に提示して「梅システムマイスター」に登録すれば，協
議会から受講費用を全額助成される制度を備えた科目
もある。

地域側が事業運営のために必要な人材育成に関して
は，住民の学習意欲や熱意だけに依存する認定制度で
なく，受講者への直接的な学費助成と大学への教育研
究費支援や講座運営の事務局機能支援も併せると具体
化しやすい。年齢層や活動フェーズに合う学習プログ
ラムの設計を適切に行い，必要な人材育成をすること
は，確実な成果の到達に重要である。

南紀熊野でのリカレント教育の成果では，ジオツー
リズムを題材に食と温泉や散策でのリラクゼーション
をテーマに女子旅の観光商品を企画したり，地域資源
を商品化して起業した例や，受講生らが受講後に自主
的に県の助成制度に申請して教員を招聘して県内のジ
オサイトをバスで巡る事業や，受講生が自らの地域に
郷土史家を招き，ご当地郷土学シリーズを主催するな
ど，各地で後進に伝える知識の循環が始まっている。地
域の独自性と価値を学び直すことで，愛着や学習意欲
の向上，地域活動に関心を持つ機運が醸成されている。

6.2　多様な主体者形成，主体者意識の向上
本稿の郷土学シリーズは，ふるさと教育として生ま

れた場所への愛着の醸成を目指したのではなく，シビ
ックプライドの提起に近しい。シビックプライドとは

「住んでいる地域に誇りを持ち，権利と義務を持って
活動する主体としての市民性という意味があるとされ，
自分自身が関わって地域を良くしていこうという当事
者意識に基づく自負心が内包されている」と（牧瀬，
2019）7）が纏めたように，ジオパークの活動は，移住
者も含めた「住民」が権利と義務，誇りを持って関与
できる活動ベースである。

南紀熊野地域でも，移住者であるガイドやインスト
ラクター，研究者等がジオパーク活動の主体者となっ
ている。地元に貢献して地域をより良い場所にするた
めに自身が関わっているという当事者意識や自負心を
醸成することは，ジオパークに留まらず，地域への愛着
や主体性を育み，健全なコミュニティを再形成している。

6.2　次世代への継承，知識の循環
科目では，将来世代が情報を活用できるように，地

域情報をウェブサイトlocalwikiにデジタルアーカイブ
スする実習を取り入れた。授業での入力手法の習得が
誘引となり，地域情報の投稿数や登録市町村域が拡大
して授業後も活用されている。情報伝達手法の具体的
な習得機会は重要である。また，地域経営の学習に関
しては，先行事例や手段手法の提供ではなく「地域な
らでは」の価値を知り，その活かし方を学習した。

課題へのアプローチも視点を変えれば長所となるこ
とも学習した。広域な紀伊半島で観光商品を検討する
際に二次交通が課題であったが，サイクルツーリズム
やウェルネスツーリズムなど，広域で移動を楽しむ観
光商品の提案がされている。地域活動に取り組む住民
団体や企業，自治体，関連組織からなる広域のプラッ
トホームが構築されて主催者同士のネットワークで自
治体区域を超えた新たな価値を生み出している。ほか
にも地域には多様なプラットホームが存在する。世界
遺産や日本歴史遺産，世界農業遺産などである。世界
農業遺産では，受講した社会人が大学生の演習受入や，
副教材を作成して認定地の中学生を対象に講話するな
ど，後進育成をしている。受講後も学修者を継続支援
することで緩やかな学修者同士の連携が生まれている。

今後も地域の学習拠点である南紀熊野サテライトで
は，各分野のプラットホームの主体者を繋ぎ，相互に
交流して学び合うステーションの役割を担うであろう。
持続可能な地域経営を目指すうえで，各分野での多様
な主体者育成は，大学が地域でできる有意義な社会貢
献である。

6.3　提起，地域課題克服と今後に向けて
本稿で扱った事例から，地域課題の克服に向けて考

えられることを，以下3点について述べる。
1点目は，学修者が科学コミュニケーターとして大

学や研究者への情報提供者になると考えられる。地質
特性を学んだ受講生は，普段からガイドをしながら観
光地の地質や斜面を観察しており，斜面崩落や遊歩道
等の経年の変化にも気付きやすく地域の減災に役立っ
ている。大地の変化を見守る目が増えることは，高等
教育機関の少ない地域での持続可能な災害レジリエン
ス力を高めるうえで重要である。

2点目は，シビックプライドの醸成から人口流出減
へ期待が高まることである。特に18歳人口の流出が課
題であるが，地域学受講後の高校生アンケートの結果
では「祖母の地域活動には全く興味がなかったが，受
講してみて地域の素晴らしさを認識できた。教える教
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員になって地元の子供達に伝えたい」との記載があっ
た。地域で学んだ高校生や社会人がその後，和歌山大
学へ入学している事例もある。

3点目は，制度設計側においても学び直しのニーズ
が存在することである。制度を作る側と現場で活動す
る側が共に学ぶことで，双方の思惑のギャップや活動
を補完し合う知見が得られる。共通認識の構成や運営
上の課題に気が付きやすい点もある。制度設計側が提
供だけに終始せず，自らも住民や活動者と共に学び続
ける柔軟な姿勢と理解があることは重要である。今後
さらに，地域全体へのジオパーク教育の普及には，将
来世代の学校教育，現役世代の社会教育の両方への普
及が必要である。学校教育への接続は，現場のことを
良く知り教育支援ができる人材が必要である。連携は
組織だけでは機能しない。繋ぐ人が重要な役割を担う。
そのためジオパークのように幅広い活動が必要な事業
では，全てを事務局が負うのは不可能であろう。行政
が推進する場合には，縦割になりがちではあるが，企
画部門，環境部門，観光商工部門，教育委員会など，各
部門で既に地域との繋がりを持つ組織を活用して，連
携に必要な人員が集まって事業を進めることができれ
ば飛躍的に普及推進の活動が進むと考えられる。

本稿の科目構成の課題としては2点あり，1点目は，
1科目毎に受講が出来るために科目立案側が体系立て
た構成にしても受講者の興味関心によって，学習内容
が偏ることである。一定の効果が得られるように，受
講推奨のコース体系の提案が必要である。また，全体
を復習できるように，テキスト化や書籍化しておくの
も良い手法ではないかと考えている。2点目は，地質
地形などの大地の生い立ちを最初に，後に動植物や地
域の産業や歴史文化の学習をしたが，ともすれば馴染
みのない地質名や地層の性質を学ばなければ理解が進
まないのならジオパークは取っ付きにくいし，縁のな
いものと捉えられる可能性がある。今後に地域学を開
講する機会があれば，地域の生業や暮らしを先に学び，
学習が進むにつれて生業，暮らしや文化は，地域特有
の大地（地質，地形）により育まれた気象，風土に由
来して形成されることや多様性が集まって地球上の多
様な文化や暮らしを生み出していることに辿り着くよ
うな逆の視点から地域学を提案したい。

地域の文化は，他の地域が真似できない大地からの
贈り物である。また，大学は知の提供だけではなく，
日々変化する地域を題材にプレーヤーとして共に活動
をしながら後世に残す知見を整理して継ぐ役割を担っ
ている。大学は今後も，地域社会とのネットワーク構
築や専門知を活用した地域振興への参画が求められる

であろう。ジオパークを通した教育活動は，ユネスコ
世界ジオパーク認定がゴールではなく，それを維持継
続していく過程で必要となる保全，活用，教育，経済
活動の考え方の変化への対応の模索であり，今後も国
際社会の一員である認識を深めてくれるものである。
様々な機会で大学での豊かな学びを享受する社会人や
生徒が増加することが望まれる。

7．まとめ
本稿では，和歌山大学が，南紀熊野サテライトにお

いて市民を対象に高等教育を提供している例に，ジオ
パーク教育や地域学の事例を報告し，社会貢献で見込
まれる可能性を各項で考察した。さらにこれらの貢献
度を増すためには，（1）多様な主体者形成には，各プ
ラットホーム間の連携推進。（2）知の循環と継承には，
受講者への学習費用の助成と，学修後の活躍機会や情
報提供。⑶地域振興には，地域資源の活用での地域内
経済循環の推進と国際的視点で社会教育の学習機会を
今後も継続することが必要と考えられる。

現在，南紀熊野ジオパーク推進協議会は，ユネスコ
世界ジオパーク認定を目指して，2022年4月に，日本
ジオパーク委員会に国内推薦の申請をしている。ジオ
パークの活動には多様な組織間のネットワークやパー
トナーシップが問われるため，ジオパークを通じた教
育や持続可能な開発のためのプログラム，マネジメン
トには，大学の他にも企業や各種団体などが今後も参
画して多様な組織間のネットワークによって，地域で
の新たな取り組みが深められるであろう。後考を俟ち
たい。
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＊
 4
：
此
松
武
彦
 :や
ま
と
ご
こ
ろ
.jp
編
集
長

＊
 5
：
中
川
和
之
 :日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

＊
 6
：
本
塚
智
貴
 :和
歌
山
大
防
災
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

� � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

� � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実
施
当
時
の
講
師
所
属
（
登
壇
期
順
に
記
載
）

＊
 1
：
古
川
邦
之
 :愛
知
大
学
経
営
学
部

＊
 2
：
深
見
聡
 :長
崎
大
学
 水
産
・
環
境
科
学
総
合
研
究
科
環
境
科
学
領
域
　
環
境
科
学
部
人
間
社
会
環
境
学
系

＊
 3
：
松
原
典
孝
 :兵
庫
県
立
大
学
 自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
ジ
オ
環
境
研
究
部
門
/山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

� � � � � � �

＊
 7
：
柚
洞
一
央
 :徳
山
大
学
経
済
学
部
准
教
授
/M
in
e秋
吉
台
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
委
員

＊
 8
：
大
西
将
徳
 :神
戸
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
学
術
研
究
員
/元
日
本
科
学
未
来
館
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

＊
 9
：
高
須
秀
樹
 :和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
、
和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館
館
長

＊
10
：
杉
山
幹
夫
 :L
oc
al
w
ik
i J
AP
AN
 編
集
長
/和
歌
山
大
学
産
学
連
携
・
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

＊
11
：
田
中
秀
幸
 :東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
 教
授
 専
門
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
論

›

経
済
学
部

 
4%

 

教
育
学
部

 
31

%
 

観
光
学
部

 
38

%
 

シ
ス
テ
ム

工
学
部

 
8%

 

上
記
以
外

 
19

%
 

紀
州
郷
土
学
　
教
員
構
成

 

経
済
学
部

 
8%

 

教
育
学
部

 
25

%
 

観
光
学
部

 
50

%
 

上
記
以
外

 
17

%
 

紀
州
郷
土
学
２
　
教
員
構
成
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郷
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婁
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宮
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用
金

庫
）

郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
場

：東
牟

婁
地

域
 新

宮
信

用
金

庫
）

� � � � � � �

�
�
���
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
�
��
�
�
�
�
��
�
��
��
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

� � � � � �

郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
場

：東
牟

婁
地

域
 新

宮
信

用
金

庫
）

�

� � � � � �

郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
場

：東
牟

婁
地

域
 新

宮
信

用
金

庫
）

� � � � � �

郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
場

：東
牟

婁
地

域
 新

宮
信

用
金

庫
）

� � � � � �

郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
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宮
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郷
土

学
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場
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ロ

ナ
禍

の
た

め
オ

ン
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イ
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対
応
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郷
土

学
か

ら
の

地
域

振
興

（会
場

：東
牟

婁
地

域
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野
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セ
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タ
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コ

ロ
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禍
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た
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オ
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学
部
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教
育
学
部

 
24

%
 

観
光
学
部
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シ
ス
テ
ム

工
学
部
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%
 

上
記
以
外
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熊
野
郷
土
学
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員
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成
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学
部
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観
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部
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上
記
以
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熊
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土
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教
員
構
成

 

＊
20
：
谷
俵
太
 :関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
特
任
教
授
/和
歌
山
大
学
観
光
学
部
非
常
勤
講
師
/京
都
大
学
変
人
講
座
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

＊
21
：
山
口
康
平
 :和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
 社
会
科
教
諭

＊
30
：
今
井
ひ
ろ
こ
 :コ
ム
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

＊
31
：
福
島
大
輔
 :N
PO
法
人
桜
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
理
事
長

＊
32
：
永
山
卓
也
 :G
oo
gl
eマ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
チ
ナ
プ
ロ
ダ
ク
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト
/G
oo
gl
eマ
ッ
プ
G
oo
gl
e広
告
プ
ロ
ダ
ク
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ト

＊
19
：
前
田
正
明
 :和
歌
山
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員

＊
17
：
櫻
井
敬
人
 :和
歌
山
県
太
地
町
歴
史
資
料
室
学
芸
員

＊
18
：
藻
谷
浩
介
 :藻
谷
 浩
介
：
(株
)日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
/(株
)日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域
企
画
部
 特
任
顧
問
/特
定
非
営
利
活
動
法
人
Co
m
Pu
s地
域
経
営
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長

＊
22
：
中
瀬
古
友
夫
 :郷
土
史
家

＊
23
：
井
出
明
 :金
沢
大
学
国
際
基
幹
教
育
院
 准
教
授

＊
24
：
塩
崎
誠
 :智
辯
学
園
和
歌
山
中
学
・
高
等
学
校
教
諭

実
施
当
時
の
講
師
所
属
（
登
壇
期
順
に
記
載
）

＊
12
：
後
誠
介
 :災
害
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授

＊
14
：
山
田
桂
一
郎
:J
TI
C 
SW
IS
S 
代
表
/観
光
庁
観
光
カ
リ
ス
マ
/環
境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
/総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/内
閣
府
官
房
地
域
活
性
化
伝
道
師
/内
閣
府
官
房
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
/N
PO
法
人
 日
本
エ
コ
   
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
/ま
ち
づ
く
り
観
光
研
究
所
主
席
研
究
員
/日
本
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
環
境
貢
献
推
進
機
構
委
員
/和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
客
員
教
授
/北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
教
育

＊
15
：
小
関
洋
治
 :元
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長

＊
16
：
小
山
譽
城
 :和
歌
山
大
学
非
常
勤
講
師

＊
13
：
新
名
阿
津
子
：
公
立
鳥
取
環
境
大
学
環
境
学
部
 准
教
授
/山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
学
術
部
会
委
員
/日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
現
地
審
査
員
/日
本
地
学
学
会
ジ
オ
パ
ー
ク
対
応
委
員
会
委
員

＊
25
：
恩
田
雅
和
 :天
満
天
神
繁
昌
亭
支
配
人

＊
26
：
足
立
直
哉
 :歌
人
/コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
/特
定
非
営
利
活
動
法
人
J-
he
rit
ag
e 
顧
問

＊
28
：
横
山
昌
太
郎
 :無
双
地
図
株
式
会
社
 取
締
役
新
記
号
事
業
部
長
/森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
/博
士
(農
学
)

＊
29
：
福
村
成
哉
 :南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
研
究
員

＊
27
：
下
津
健
太
朗
：
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
建
造
物
課
技
師


